
タイムアクシスデザインは，モノ・コトづくりに時間軸を導入することで，新たな価値を創生するための新しい理論・方法論であるとともに，思想で
もあります．ここでは，21世紀のモノ・コトづくりに必要となる「タイムアクシス（時間軸）」を積極的に取り入れたデザインの理論から実践について
議論を行います．加えて，人工物の「タイムアクシス」における変化への適合のみならず，人工物自身がいかなる「タイムアクシス」の変化を創っ
ていくかという新たなデザインの可能性についても勘考します．
皆様のご参加をお待ちしておりますので，よろしくお願い申し上げます．

デザイン塾：タイムアクシスデザインの時代

■共催 ：日本設計工学会 研究調査分科会

日本機械学会 デザイン科学研究会

日本デザイン学会 デザイン理論・方法論研究部会（DTM）

デザイン塾

■日時 ：平成 27年 7月 17日（金），13:00～18:00

■会場 ：慶應義塾大学矢上キャンパス デザインセンター コラボレーティブデザインルーム（新34棟321室）

■参加費 ：無料

■登録 ： 7月13日（月）までに慶應義塾大学佐藤浩一郎 （k.sato@mech.keio.ac.jp） へご連絡下さい．

■日程 ：下記参照（時間帯は目安であり，都合により変更となる可能性もございます）

□はじめに （13：00～13：05）

・松岡 由幸 （慶應義塾大学）

□第１部 「タイムアクシスデザインの時代」パネルディスカッション（13：05～14：30） 司会：加藤 健郎（慶應義塾大学）

■ 「Concept Movie – TimeAxis Design」 （13：05～13：15）

■ 「タイムアクシスデザインの時代」 （13：15～13：30）

・松岡 由幸

■ 「使えば使うほど価値が成長するモビリティシステム」（13：30～13：45）

・古郡 了（マツダ株式会社）

■ 「ライフサイクル工学におけるタイムアクシスデザインの必要性」 （13：45～14：00）

・梅田 靖（東京大学）

■ 「製品サービスシステム（PSS）開発とタイムアクシスデザイン」 （14：00～14：15）

・下村 芳樹（首都大学東京）

■ 講演者全員によるパネルディスカッション（14：15～14：30）

□休憩（14：30～14：40）

□第２部 タイムアクシスデザイン・価値成長デザインに関する講演（14：40～15：30） 司会： 佐藤 浩一郎（慶應義塾大学）

■ 「材料を視点とした価値成長型人工物のタイプとデザイン指針」 （14：40～15：10）

・畑 政貴（慶應義塾大学大学院）

■ 「 Timeaxis Design of Health Monitoring Seat System」 （15：10～15：30）

・Mikako Arita（Graduate School of Keio University）

□第３部 技術交流会＆ポスターセッション＠創想館１階学生コミュニケーションルーム（15：40～18：00） ※参加費 1,000円（軽食を準備いたします）

■ 「Mモデル（多空間デザインモデル）とVモデルの融合」

・岡本 祐輝（慶應義塾大学），室橋 雅彦（慶應義塾大学大学院），西村 秀和（慶應義塾大学大学院）

■ 「価値成長メカニズムの解明」

・阿久津 貴広（慶應義塾大学大学院），上嶋 一徳（慶應義塾大学），西村 秀和

■ 「東京オリンピックに向けた外国人旅行者への案内システム」

・小荷田 樹之（慶應義塾大学大学院），廣井裕一（慶應義塾大学大学院），

小木 哲朗（慶應義塾大学大学院）

■ 「プラスチックの逆襲 まがいものの美学」

・椿 洋輝（慶應義塾大学大学院），森田 咲（慶應義塾大学大学院）

小林 昭世（武蔵野美術大学），佐藤 弘喜（千葉工業大学）

■ 「直線と曲線の考現学」

・前田 真里奈（慶應義塾大学），安本 雄貴（慶應義塾大学），小林 昭世，佐藤 弘喜

■ 「座り心地の知識体系化」

・亀坂 瑠里子（慶應義塾大学），金 侖慧（慶應義塾大学），松岡 由幸

デザイン塾HP：http://www.designjuku.jp/
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※アクセス詳細： http://www.st.keio.ac.jp/access/
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